
a.課題解決力向上を目指し
各自または他者と協働した
「探究的な学び」を取り入
れた指導法の研究に努め
る。
目標：学習に関する姿勢と
指導法の評価指数
（実行度）80％以上

「十分できた」、「ある程度できた」
と答えた教職員の割合が89%で実行目標
を上回っている。昨年とは質問内容が
変更されている部分があるため単純に
比較することはできないが、数値とし
ては1ポイント上昇しており、本校が目
指している探究的な学びを推進してい
こうという意識が教職員に浸透してい
ると考えられる。今後は、探究的な学
びを深化させるためにも、生徒の主体

学習状況調査の結果を見ると、生徒の学
習への意欲や取組状態は、学年間、教科
間でばらつきが見られている。各教科の
必ず身につけるべき基礎基本への指導
と、興味関心や能力に応じて伸ばしてい
く指導などメリハリをつけた指導法を取
り入れ、基礎学力の定着と探究的な学び
の深化を図る必要がある。

b.基礎学力の定着のため
に、個に応じた適切な課題
を与えたり、個人面談を利
用するなどして、家庭学習
時間を増加させ、学習習慣
の確立を図る。
目標：学習習慣確立につい
ての評価指数
（実行度）70％以上

教職員からの適切な課題提供について
は93％で目標値を超えている。また、
「自分で課題や目標を定め、それに向
かって計画的に課題や予習・復習をし
ている」と自身を評価している生徒の
割合は86％で、昨年度から10ポイント
増加しており、保護者から見た生徒の
評価も昨年よりも上がっている。全体
として目標値を超えており、学習に取
り組む姿勢が向上傾向にあるといえる

学習状況調査の結果では、家庭学習の時
間は3年生は増加しているが、1，2年生で
は減少しており、アンケートの結果とは
ズレが生じている。校内で学習している
可能性も考えられるが、家庭で落ち着い
て学習に取り組むことに課題があるとい
える。主体的に取り組む姿勢を育むため
に、各教科、各学年で到達目標を示すと
ともに、課題の適正化を図り、個人面談
などを通して、家庭での生活習慣につい

a　学校のルールを自ら守る
意識を醸成し、良識ある社
会人になるための規範意識
を身に付けることへの支援
を行う。
目標：学校のルール遵守に
関する評価指数
（実行度）80%以上

一昨年度、生徒会を中心に学校のルー
ルを見直し、現代の生活にそぐわない
ルールの改善を図った。その結果、昨
年度においては生徒は自らが決めた
ルールを守ろうという意識がしっかり
と見られた。
しかし、それから一年が経ち、生徒や
教職員間のルール順守に対する意識が
若干薄れてきたように感じる。
そのような現状の中、アンケートにお
ける実行度は９０％を大きく超える数

今一度学校のルールを再認識させ、生徒
会を中心に今後も自主的に学校のルール
を順守しようという気持ちを醸成するよ
う、サポートしていきたい。
また、昨年度に引き続き、現在のルール
を守ったうえで、新たなルール変更が出
てきた場合、生徒と教職員が検討を重
ね、柔軟な対応をしていきたいと思って
いる。

b　生徒会活動、ホームルー
ム活動、部活動を通して、
自主自立の精神を育む。
目標：特別活動への積極的
参加に関する評価指数
（実行度）80%以上

本年度も、近隣中学校への学校訪問を
生徒会が中心となって行い、本校のア
ピールを行った。他にも生徒会が企画
した全校生徒を巻き込んでのレクリ
エーションを実施するなど、楽しく活
気ある学校作りを目指した取り組みが
多く見られた。
2年次以降の部活動加入率が一時期と比
較すると若干低下し、特に強化指定部
以外の運動部加入率が低下している。

昨年度同様、生徒数の減少により、一部
の部活動が部員不足に陥っている。他校
でも同じ現象が起きているが、特に女子
の運動部離れに拍車がかかっている。
昨年度、運動部、文化部それぞれ1部ずつ
廃部とし、精選を図ったが、今後さらな
る精選が必要になるかもしれない。
部活動に加入することの価値を生徒に認
識させ、大学進学の校内選考の際に、部
活動での活躍について、重きをおいても・部活動を平日2時間程度、

土日3時間程度にする。
・年間を通じて、週あたり
平日に1日、土日に1日以上
の休養日を確保することを
原則とし、大会日程等を考
慮しながら、土、日、祝日
において、年間52日以上の
部活動休養日を確保する。
(実行度）70％以上

本年度は昨年度と比較し、更に実行度
数値が向上し、90％を超えた。
「働き方改革」という言葉が社会全体
に確実に浸透し、部活動のおいて休養
日を設けたり、短時間で効率的に活動
に取り組もうとしたりする考え方も定
着してきた。
そのような活動が定着してきた結果、
以前と比べ生徒の集中力が増したり、
学校生活にゆとりが生まれたりしてい

今後も更に、改善できる点は改善を図
り、生徒も教職員も、ゆとりのある学校
生活を送れるよう配慮していきたい。そ
のためにも、外部指導者を積極的に雇用
し、指導の充実、顧問の負担軽減を図っ
ていきたい。

a．「今⇔未来手帳」(自己
管理手帳)等を活用し、自ら
のポートフォリオ(自己省
察)を築いていける生徒の育
成を図る。
目標：生徒の振り返りを
行った評価指数
（実行度）70％以上

教員の「今⇔未来手帳」やタブレット
を用いての自己管理や振り返り指導の
取組度は78％であり、目標70％を上
回った。また生徒の学習や課外活動を
通しての記録やふり返りの実行度も
95％であり、目標70％を大きく上回っ
た。

来年度も、手帳やタブレットによる「自
己管理や自己省察」を促す。手帳やタブ
レットの使用は、集計の必要性やそのと
きの使いやすさ等により、柔軟に対応し
てもらう。また，進路支援部からの活用
を促す啓発も定期的に行う。

b．進路学習や探究活動、進
路情報提供等を通して、主
体的に進路を切り開いてい
ける生徒の育成に努める。
目標：生徒の進路実現に向
けた取組についての評価指
数
（実行度）70％以上

生徒の進路探索や進路実現に対する主
体的な取組度は、1･2年生81％、3年生
は100％と目標70％を大きく上回った。
オープンキャンパスや進路ガイダンス
については、積極的に全学年に案内
し、参加者も多かった。進路学習とし
ては、3年生は、生徒個々の進路希望先
に応じた面接・小論文指導等を全教職
員で対応した。

進路実現の為に、｢教科の学力｣と｢探究｣
の両軸で進み、入試力(小論文、面接も含
む）をつけていく。2・3年の探究課題
を、生徒の進路志望に沿った課題として
おり、進路意識や探究力が向上してい
る。また今後も、具体的な進路志望先を2
年次2学期までには決定させ、進路志望先
が求める教科の学力向上への早期取り組
みを推し進める。
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項目 具体的取組 成果と課題 改善策・向上策

１

教育課程
学習支援

２

生徒支援

３

進路支援

【様式】



aポジティブ教育を推進し、
自他を尊重するとともに心
身の健康を保持増進できる
生徒の育成を図る。
目標：心身の健康管理に関
する評価指数
（実行度）90％以上

全学年で「ポジティブ教育」に取り組
み、多くの生徒が自分を見つめ直した
り、他者との関わりを考えたりする良
い機会となった。
自分の健康の保持増進について、ほと
んどの生徒と保護者が「十分でき
た」、「ある程度できた」と回答して
いる。新型コロナウイルス感染症の分
類が２類から５類へ引き下げられた
が、これまで身につけてきた自己の健
康維持についての取り組みを継続し、
多くの生徒が健康の保持に努めること
ができた。毎月の保健室だよりを配信
し、朝タブレットを用いて読む時間を
設けたことにより生徒への情報発信が
これまでより確実にできた。一方頭痛
や腹痛などの体調不良者や欠席者が一
定数いるため、その減少が課題であ
る。
教育相談では、年９回のアンケートの

来年度も「ポジティブ教育」を継続し、
生徒の自己肯定感や学級への適応感を高
め、いじめや不登校等を未然に防ぎた
い。
今後も、生徒が健康に高い関心を持ち、
自己管理に努めるよう呼びかけていくと
ともに、毎日のＳＨでの健康観察や各種
健診を行う中で、校医・担任・保護者・
関係教員とも連携を図り、疾病の予防に
努めたい。また季節に応じた時事的な内
容の掲示物を掲示するなどして、生徒の
心身の健康への知識習得、活用に繋げて
いきたい。保健整美委員会の活動として
は、体育祭での熱中症対策や、感染症対
策の注意喚起活動などが挙げられる。今
後もこれまで身につけてきた自己の健康
維持についての取り組みを継続させてい
きたい。
教育相談では、アンケート等を通して、
生徒の訴えを見落とさないようにする。

b学習環境整備のため毎日の
一斉清掃の徹底を図る。ま
た、安全で美しい環境を維
持することに努められる生
徒を育む。
目標：環境整備への取組み
に関する評価指数
（実行度）90％以上

　保健整美委員会による清掃強化週間
を実施したり、清掃に取り組みやすい
よう備品を整えたりすることで、今年
度も「十分できた」「ある程度でき
た」と答えた生徒が昨年同様の99％で
あった。一方、教員は昨年度100％で
あったものが93％に減少した。教員数
の減少により監督場所が複数箇所に及
んで広範囲となったことや、行事や出
張などにより、清掃の監督や環境美化
の指導が十分に行えないと感じている

　環境美化に対する意識を高く持たせ、
自主的に清掃に取り組ませるために、来
年度も保健整美委員会による、清掃週間
活動を実施し、丁寧な清掃を呼びかけた
い。また学年末には大掃除の時間を確保
し、普段できない部分の清掃を行いた
い。来年度も生徒減、教員減により担当
場所が、複数ヶ所、広範囲になることが
予想される。そのため効率よく十分に清
掃や監督ができるよう清掃区域の見直し
を図ったり、曜日によって清掃場所を変

・週１回、ノー残業デーを
実施し教職員は定時退庁と
する。
・会議や行事を精査し、簡
素化、削減を行う。
（実行度）80％以上

　ノー残業デーの実施、定時退庁につ
いて「十分できた」「ある程度でき
た」と答えた教職員は、昨年の84％か
ら61％と大幅に減少し、目標が達成で
きなかった。会議の長時間化、またそ
の他業務増により、昨年度より忙しく
感じた教員が増えたようである。働き
方改革への意識は高まっているが、実
践が困難であると思われる。行事の精
選を継続し、さらに業務改善への取り

　業務の偏りや、ともすれば仕事の持ち帰の
ため、教員の疲れがたまっている可能性もあ
るので、注意が必要である。学年会、教科
会、校務分掌などでお互いに声を掛け合い
ながら体調を崩さず勤務できるような体制を
整えていく必要がある。また仕事を工夫しな
がら代休や年休を取りやすい職場環境にし
ていくことも必要である。会議や行事の簡素
化、DX化による業務削減、会議時間短縮な
どの取り組みは今後も続けていく必要があ

a 図書委員会活動の活発
化・教員の利用促進など図
書館利用を高めるための環
境づくりに努める。
目標：図書館利用度に関す
る評価指数
（実行度）70％以上

教職員の朝読書や教科指導などを通じ
ての読書促進指導の取組度は93％であ
り、目標を大きく上回っている。一
方、図書館を読書の場だけでなく多様
に使用できるような環境作りに努めた
結果、生徒の図書館活用度に関しては
実行度が75％で、目標を上回った。

来年度も図書委員会を中心に、朝読書、
図書館行事などを継続していくことで、
読書啓発を推進していく。さらに、清潔
で使いやすい、活気ある図書館づくりを
目指していく。
　また、ICTを活用した取組や電子書籍の
導入についても考えていく必要があると
考える。

b 社会、教職員、生徒のニ
－ズに合わせた資料を収
集、整理、管理する。ま
た、市町図書館と連携し、
必要に応じて資料を借り入
れるなどして、図書館資料
を充実させる。
目標：図書館資料の充実に
関する評価指数

図書購入についての教職員の希望や相
談のしやすさについては、達成度は
97％を得た。図書館の資料や学級文庫
の取りそろえ方において、リクエスト
を随時受付し迅速に購入していること
や新刊や話題本などについて常に情報
を得て厳選している結果、満足度90％
を達成した。

来年度も図書館の資料の充実を図るた
め、他校や市町の図書館、書店などに出
向くなどして常に新しい情報を得て、教
職員や生徒たちと相談しながら本を厳選
していく。今後、さらに多くの図書委員
にその機会を与えていきたいと考える。

a.本校の学校教育の現状に
ついて、積極的な広報活動
を行い、地域や保護者等と
の連絡連携を深める工夫に
努める。
目標：広報活動及び地域保
護者との連携に関する評価
指数
（実行度）80％以上

教職員の数値が昨年度は100%であった
が、今年度は83％となった。一方で、
学校行事などの内容を知る機会を得て
いるという保護者は84％で昨年度より
も5％増加している。ＰＴＡの広報誌に
写真や動画にアクセスできるように工
夫をしたり、感染防止のための制限が
緩和され、ＰＴＡ役員を中心とした学
校行事への積極的な参加協力の結果で
ある。また、教職員によるホームペー
ジやSNSへの投稿が増えたことも一因で

校内業務の縮減が進まない中で、ＰＴＡ
や地域と連携した活動をする機会が増
え、余裕のない教職員が増えてきたもの
と考えられる。学校について知り、協力
したいと考えている保護者もいらっしゃ
るので、今後もホームページや通信を通
して発信し、積極的に保護者や地域に理
解・協力を依頼することで、教職員の負
担軽減につなげていける分野はないか模
索していく必要がある。

b.学校教育と連携を深めな
がらＰＴＡ・同窓会活動の
充実に努める。
目標：ＰＴＡ活動の活性化
に関する評価指数
（実行度）80％以上

学校行事やＰＴＡ・同窓会活動の企画
や内容について理解していると回答し
た保護者が85％で、昨年度の77％を上
回っている。ＰＴＡだよりや通信等を
ホームページに掲載したり、ＰＴＡ役
員が中心となって保護者に学校行事へ
の参加・協力を呼びかけた結果である
と考えられる。

感染防止のための制限が緩和されたのを
きっかけとして保護者や地域との連携を
一層促進するとともに、引き続きPTA役員
と連携し、広報活動がいきわたるような
働きかけを進めていく必要がある。今年
度も同窓会の会合はできなかったが、日
ごろから様々な場面で学校運営を支えて
いただいているということを発信してい
きたい。

６

広報活動、
ＰＴＡ・同窓
会活動

４

保健管理

５

図書整備


